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が、この法律につい

ては様々な論議が飛

び交っています。 人

間の豊かさに対する

視点が変わり、人々

が求める自然が多種

多 様 な の も 当 然 で

す。私は、「これまでに何が失わ

れ、自然の営みの中で今何が起

こっているのか」 をより多くの

人に伝え、私が感じる本来の自然

をもっと身近に、もっと大きなス

ケールに広げて多くの人と共有し

たいと日夜勉強中です。

■最後に、最近は調査精度や様々な解

析手法が向上する反面、技術が一人歩

きしてしまう危うさを多分に含んでい

ます。自然は奥深く、未だわからない

ことの方が多いため、その地域に何

が重要なのか、謙虚な姿勢で向かい

合うことが大切だと思っています。

最新の技術を取り入れながら、足元

を見誤らない様に、特に自然再生事

業にはトライ＆エラーを前提とした新

たな取り組みもあるからこそ、重視

したいと考えています。自然再生と言

うキーワードは色々な可能性を秘め、

魅力的ではありますが、自然はわから

ないことばかりです。自然再生に関す

る技術などの話題は他の執筆者に任

せ、ここでは雑感を紹介しました。

（北海道支社長代理・中島正雄）

■私は生物調査の現業

から一歩退き、 現在

は営業部門に足場を置

いているため、また、

つれづれに筆を走らせ

ていただきます。

■この仕事をしている

と、普段は入ることが出来ない、

または入らない場所で調査を行う

ことがあります。いつかの調査で

は、背丈以上のクマイザサを漕い

で30分、さらに渓谷を這い降りて

30分という場所で調査したことも

ありました。そんな場所は自然も豊か

で、沢山のアメマス（イワナ）の魚影

を見ることが出来たり、貴重な植物の

大群落があったり、コロポックルを

連想させる大きなフキの群落があった

りと、ヒグマの生々しい糞や爪痕が

なければ、しばらくここに留まりたい

場所もありました。このような場所

に来ると度々、これが本来の北海道

の自然なのかな？と感じてしまいま

す。皆さんはどんな環境が本来の日

本の自然本来の姿だと思いますか？

■北海道には原始の森林と呼ばれる場

所は僅かに残っています。しかし、そ

こに生育する植物の種類など、細か

く見ると北海道内に広く見られた本来

の森林は既に無く、「アムール川流

域に行かなければ、その姿を見るこ

　紫陽花の開花情報がテレビから流れてくる時季になり、梅雨入りを感じさ

せられるこのごろです。 子供の頃は、 雨が降るとわざわざ水たまりに入っ

て洋服を汚し、 しかられた事を思い出します。

　そして、 あの歌も･･･「雨　雨　降れ　降れ　母さんが、 蛇の目でお迎

えうれしいな･･･♪」 最近の子供たちはこの歌を知っているかしら･･･と、

雨空を仰ぎ、 ふと思います。 　　　　　　　　　　　　（鈴木志保子）
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とが出来ない」と伺ったことがありま

す。確かに北海道の様々な開拓史を見

ても、二抱え以上もあるハルニレの巨

木が連立する鬱蒼とした森林を伐採す

ることから始まったという内容の物が

多く、「なぜ、人と自然との共生の観

点でもっと計画的に開発を進めること

が出来なかったのか」と残念でなりま

せん。樹齢数百年の木を伐採すると、

回復には単純に考えても数百年かかっ

てしまいます。素晴らしい自然を復元

したいと考えても、何世代後の子孫が

その姿を見ることが出来るのでしょう

か？間に合ううちに自然の再生を！そ

う感じずには居られない今日この頃で

す。

■失われた自然に対処すべく、2003 年

に自然再生推進法が施行されました
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4 月 1日　九州支社　を開設しました。 どうぞよろしくお願いします。
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